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佐
さ ど が し ま

渡島の農業は、佐渡金
きん

山
ざん

ではたらくために増
ふ

えた人の食べ物をまかなうために、早くから
発
はっ

達
たつ

してきました。イネの「佐
さ ど

渡コシヒカリ」や、しぶ柿
がき

を加工してつくる「おけさ柿
がき

」は全
国的

てき

に有名です。
佐
さ ど が し ま

渡島でできる農
のう

産
さん

物
ぶつ

にはどんなものがあるか、みてみましょう。

佐
さ ど が し ま

渡島の代表的
てき

な農
のうさんぶつ

産物だよ。

イネ おけさ柿
がき

つくっている農家の数

出荷されている量
りょう

販
は ん

売
ば い

金
き ん

額
が く

5979戸

およそ26364トン

およそ61億
おく

3000万円

1117戸

およそ5487トン

およそ13億
おく

9000万円

そのほかの農
のうさんぶつ

産物

ネギ キュウリ トマト タマネギ

イチゴ 西洋ナシ リンゴ イチジク

イモ類
るい

キノコ類
るい

伝
でん

統
とう

野
や

菜
さい

・本カタウリ（白ウリの一種
しゅ

）

・千本ネギ（分げつの多いネギの一種
しゅ

）

・八
や

幡
はた

イモ（サトイモの一種
しゅ

）

佐
さ ど が し ま

渡島でつくられているおもな農
のうさんぶつ

産物
資
し

料
りょう

：JA佐
さ ど

渡、JA羽
は も ち

茂／佐
さ ど

渡地
ち

域
い き

振
し ん こ う

興局
きょく

調べ
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佐
さ ど が し ま

渡島の農業は、およそ40年前と比べてどう変
か

わったのでしょうか。農家の種
しゅる い

類や数、農業に
たずさわる人々の数など、データで調べてみましょう。農家の数のうつりかわりのグラフをみると、

第1種
しゅ

兼
けん

業
ぎょう

農家の数が大きく減
へ

っているのがわか
ります。これは、農業だけの収

しゅうにゅう

入では経
けいえ い

営が成
な

り
立たなくなって、農家の人が農業以

い

外
がい

の仕事をす
るようになったためです。

40年前と比べて、農業にたずさわる人の数も
減
へ

っています。とくに、20〜59歳
さい

の人（働
はたら

き盛
ざか

りの人）は、農業以
い

外
がい

の仕事につく人が多くなり
ました。また、子どもたちの数が減

へ

っていること
もあって、19歳

さい

以
い

下
か

の人で農業にたずさわる人
の数も減

へ

ってきています。
現
げん ざ い

在の農業にたずさわる人の数は全体的に減
げん

少
しょう

し、若
わか

い人々が農業からはなれてしまったため、
結
けっ

果
か

として60歳
さい

以上の年
ね ん

齢
れ い

の高い人々が、佐渡
島の農業を支

ささ

えることになったのです。

序
章
　
地
球
が
か
か
え
る
環
境
問
題

序
章
　
地
球
が
か
か
え
る
環
境
問
題

第
２
章
　
人
々
の
暮
ら
し
と
自
然

序
章
　
地
球
が
か
か
え
る
環
境
問
題

2000年 2010年1990年1980年1970年

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

農
家
の
数

専業農家 1種兼業農家 2種兼業農家 
せんぎょう しゅけんぎょう しゅけんぎょう

（12,983）
（11,619）

（10,276）

（7,271）

（5,332）

佐
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渡島の農家の数のうつりかわり（1970〜2010年）
資
し

料
りょう

：農
のうりんすいさん

林水産省
しょう

「世界農林業センサス報
ほ う こ く し ょ

告書」
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佐
さど が し ま

渡島の農家の年
ねんれい

齢別人口のうつりかわり
（1970〜2010年）

資
し

料
りょう

：農
のうりんすいさん

林水産省
しょう

「世界農林業センサス報
ほ う こ く し ょ

告書」

農家の種
しゅ

類
る い

専
せ ん

業
ぎょう

農家

第1種
しゅ

兼
け ん

業
ぎょう

農家

第2種
しゅ

兼
け ん

業
ぎょう

農家

家の人全員が農業の仕事をしてい

る農家のこと。

家の人で、農業以
い

外
がい

の仕事をして

いる人がいて、農業の収
しゅうにゅう

入が農業

以外の仕事の収入よりも多い農家

のこと。

家の人で、農業以外の仕事をして

いる人がいて、農業の収入が農業

以外の仕事の収入よりも少ない農

家のこと。

農業にたずさわる人が減
へ

っているのは

とても残
ざんねん

念なことじゃ。

佐
さ ど が し ま

渡島には、日本全国に誇
ほこ

れるお米や

おけさ柿
がき

などがあるのにのう。

佐
さ ど が し ま

渡島の農業はどう変
か

わったか
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佐
さ ど が し ま

渡島のあちこちにみられる田んぼは、実はお米をつくるためだけでなく、いろいろな機
き

能
のう

をもっ
ているのです。

田んぼは、森とともに“自
し

然
ぜん

のダム”とよばれ
ます。大雨で降

ふ

った水をためて、洪
こうず い

水を防
ふせ

ぐこと
ができるのです。日本全体の田んぼの貯

ちょす い

水量
りょう

は、
およそ51億

おく

m3あるといわれています。これは日
本全国のダムが貯

ちょす い

水量
りょう

を調
ちょう

節
せつ

する能
のう

力
りょく

のおよそ2
倍の量

りょう

です。また、田んぼの水が蒸
じょう

発
はつ

することで、
まわりの気温を下げて涼

すず

しくするはたらきや、水
をきれいにし、地下水として保

ほ

有
ゆう

する能
のう

力
りょく

（かん
養
よう

能
のう

力
りょく

）ももっています。
このように、田んぼはお米をつくるためだけで
なく、わたしたち人間や、生きもの全体の生活に
欠
か

かすことのできない、たくさんの恵
め ぐ

みをくれる
場所なのです。

水の流れ
水の流れ

水をたたえ、貯める

雨

用水路

排水路
はいすい　ろ

田んぼの水が地面に
しみ込んでいくと…

水がきれいになる
地下水の保有（かん養）

水辺で生活する生きものの
生態系がまもられる

田んぼによって美しい
景色がまもられる。

ようすいろ
こ

た

け しき

せいたいけいせいたいけい

ようほ ゆう

わたしたちのえさ
になる生きものが
たくさんいるよ。

豆知識

圃
ほ

場
じょう

整
せい

備
び

事業
昔は、お米や野

や

菜
さい

づくりはほとんどが
人手で行われていたので、田んぼや畑は
小さい方がよかったのですが、トラク
ターや田植機

き

が登場し、機
き

械
かい

化がすすん
できたことで、農作業の効

こう

率
りつ

を高めるた
めに、1960年代の終わりごろから、田ん
ぼの形や大きさをそろえる事業が行われ
ました。これを圃

ほ

場
じょう

整
せい

備
び

事業といいます。

田んぼはお米をつくるためだけの場所じゃない！

田んぼは“自
し

然
ぜん

のダム”の役
やく

割
わり

も…
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佐
さ ど が し ま

渡島は肉
に く

牛
ぎゅう

の生
せいさ ん

産でも全国的
てき

に有名で、「佐
さ ど

渡牛」というブランドの名前がついています。も
ともとは江戸時代に、佐渡金山の開発で材

ざい

料
りょう

などを運ぱんする仕事や、人口が増
ふ

えて田んぼや畑を
新しく開

か い

墾
こ ん

するときに活
か つ

躍
や く

した牛です。また、田んぼや畑の堆
た い

肥
ひ

をつくるのにも役立ちました。
1950年代になってこうした仕事は機

き

械
かい

化されたり、化学肥
ひ

料
りょう

が登場したため、牛の役
やくわ り

割も減
へ

っ
てきました。このため、食べる肉を生

せいさ ん

産するために牛を育てるようになっていったのです。

牛を育てる仕事は、たいへんな労
ろう

力
りょく

と手間が
必
ひつよ う

要です。この仕事にたずさわる人が減
へ

り、高
こ う

齢
れ い

化がすすんだこともあって、牛の生
せいさ ん

産量
りょう

は減
げん

少
しょう

し、すい退
た い

していました。
しかし、芝

し ば ふ

生で放
ほ う

牧
ぼ く

され、自
し

然
ぜん

の中で育った
健
けんこ う

康な牛は、最
さいき ん

近見直されています。新
にいが た

潟県な
どの自

じ ち

治体
たい

と、牛を育てる人たちやそれを売る
人たちが協

きょうりょく

力して、「佐
さ ど

渡牛」の生
せいさ ん

産を活発に
するための努

ど

力
りょく

を続
つづ

けています。

第二次世界大
たいせ ん

戦以
い

降
こう

、日本の農業は機
き

械
かい

化がすす
み、作物の成

せい

長
ちょう

を早め、たくさんとれるように化学
肥
ひ

料
りょう

を使ったり、作物を病気からまもるために農薬
を使ったりと、農業のやり方は大きく変

か

わりました。
しかし、それによって、田んぼやそのまわりをす
みかにしていた生きものたちがいなくなり、排

は い

水
す い

路
ろ

から有
ゆうが い

害な物
ぶっし つ

質が川や海に流れ出たりして、わたし
たちの健

けんこ う

康にも影
え い

響
きょう

が出るようになりました。
そこで、環

かん

境
きょう

をまもるために農業のやり方を見直
そうという、「環

かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

型
がた

農業」が注目されるよう
になってきました。化学肥

ひ

料
りょう

や農薬をまったく使わ
ないか、使う量

りょう

を減
へ

らして、環
かん

境
きょう

をまもるとともに
農作物の安全性

せい

を高めようというものです。化学肥
ひ

料
りょう

や農薬を減
へ

らす農業を計画的
てき

におこなって、県知
事から認

に ん

定
て い

を受ける「エコファーマー」が、佐
さ ど が し ま

渡島
では2005（平成17）年には一人もいなかったのが、
3年後の2008（平成20）年には約2000人になり、環

かん

境
きょう

にやさしい農業をしようと努
ど

力
りょく

する人
たちが着

ちゃく

実
じつ

に増
ふ

えています。

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜ ん

型
が た

農業のおもなタイプ

有
ゆう

機
き

栽
さ い ば い

培

特別栽
さい

培
ば い

農
の う さ ん ぶ つ

産物

化学肥
ひ

料
りょう

や農薬をいっ

さい使わない農業のや

り方。除
じょ

草
そ う

剤
ざ い

を使わな

いので、雑
ざ っ そ う

草をかり取

る仕事が必
ひつ よ う

要だ。

化学肥料の成
せ い ぶ ん

分や、農

薬を使う回数を減
へ

らし

てつくった農産物のこ

と。ふつうは割
わ り あ い

合を

50％まで減
へ

らしたもの

をいうが、30％まで減
へ

らす方法も増
ふ

えている。

品
ひ ん し つ

質のよい牛を全国に—佐
さ ど が し ま

渡島の畜
ち く

産
さ ん

業
ぎょう

安全な作物をつくって、環
か ん

境
きょう 

にもやさしい—環
か ん

境
きょう 

保
ほ

全
ぜ ん

型
が た

農
の う

業
ぎょう
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し

然
ぜん

のダム”の役
やく

割
わり

も…

01-02-02-佐渡島の農業.indd   40 12/03/19   13:38


	sd2shm_00-01_038_nb038
	sd2shm_00-01_039_nb039
	sd2shm_00-01_040_nb040
	sd2shm_00-01_041_nb041

